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町
民
か
ら
「
あ
ま
り
に
も
あ
つ
か
ま
し
過
ぎ
る
。
盗
ん
だ
代
金
を

い
ま
だ
に
払
っ
て
い
な
い
の
か
？
！
」
と
批
判
が
収
ま
ら
な
い
議
員

の
盗
水
問
題
。
「
町
政
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
」
を
あ

げ
れ
ば
、
一
番
に
飛
び
出
す
の
は
「
水
盗
み
の
議
員
が
何
の
反
省
も

な
く
居
座
っ
て
い
る
こ
と
」
「
何
よ
り
も
代
金
を
払
わ
せ
る
こ
と
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
ほ
ど
多
く
の
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
丸

山
光
雄
議
員
の
質
問
（
12
月
議
会
）
で
山
田
議
員
に
対
す
る
「
免
れ

た
水
道
料
金
相
当
額
」
と
「
過
料
」
を
町
が
請
求
し
た
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
町
は
Ａ
さ
ん
が
条
例
に
基
づ
い
て
求
め
た

「
請
求
し
た
事
実
が
分
か
る
資
料
の
公
開
」
を
拒
否
し
ま
し
た
。 

 

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
は
「
盗
水
問
題
」
の
解
決

抜
き
に
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

丸
山
光
雄
議
員
の
一
般
質
問
の
概
要
と
Ａ
さ
ん
の
異
議
申
立
書

を
紹
介
し
ま
す
。 

丸
山
光
雄
議
員
は
、
議
員
の

盗
水
問
題
の
全
面
解
決
の
た

め
、
総
選
挙
で
町
民
と
対
話
す

る
と
、
国
政
以
上
に
、
町
の
不

正
を
た
だ
し
て
く
れ
と
い
う
こ

と
が
大
き
な
反
響
で
あ
り
、
こ

の
盗
水
問
題
は
解
決
に
向
か
っ

て
努
力
を
求
め
、
山
田
議
員
の

「
不
正
に
免
れ
た
水
道
料
金
相

当
額
」
と
「
過
料
」
の
請
求
は

行
っ
た
の
か
と
質
問
。 

水
道
課
参
事
は
「
免
れ
た
金

額
、
過
料
請
求
は
、
条
例
に
定

め
ら
れ
た
と
お
り
請
求
し
、
金

額
は
７
月
の
臨
時
議
会
で
説
明

し
た
金
額
（
左
の
枠
に
掲
載
）
」

だ
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
山
田
議
員
か
ら
「
弁

明
書
が
届
き
、
次
の
手
続
に
入

っ
て
い
る
状
況
」
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。 

財
産
の 

差
し
押
さ
え
も 

町
長
「
状
況
見
な
が
ら
」 

丸
山
光
雄
議
員
は
「
広
報
こ
う

ら
」
を
読
み
上
げ
、
再
三
の
催
促

に
応
じ
な
い
場
合
、
預
金
や
給
与
、

不
動
産
、
自
動
車
な
ど
の
差
し
押

さ
え
を
す
る
と
明
言
し
て
い
る
こ

と
を
あ
げ
、
山
田
議
員
の
盗
水
の

件
も
「
差
し
押
さ
え
に
入
る
の
か
」

と
た
だ
し
、
毅
然
と
し
た
対
応
を

促
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
質
問
に
対
し
、
北
川
町
長

は
「
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

相
手
方
が
弁
明
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
判
断
し
た

い
」
と
の
回
答
に
留
め
ま
し
た
。 

一
日
も
早
い 

全
世
帯
調
査
を 

丸
山
光
雄
議
員
は
、
盗
水
バ

イ
パ
ス
管
を
設
置
し
た
業
者

が
山
田
議
員
だ
け
で
な
い
と

具
体
的
に
件
数
を
挙
げ
て
証

言
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
一
日

も
早
い
全
世
帯
の
調
査
を
求

め
ま
し
た
。 

 

町
は
、
計
量
法
に
よ
り
メ
ー

タ
ー
交
換
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
平
成
24

年
は
長
寺
西
、
法
養
寺
、
小
川

原
を
対
象
地
域
に
し
て
い
る

と
表
明
。 

さ
ら
に
、
メ
ー
タ
ー
交
換
の

完
了
後
、
委
託
に
て
、
戸
別
メ

ー
タ
ー
の
点
検
、
漏
水
調
査
を

平
成
24
年
か
ら
平
成
26
年
の

３
年
間
で
町
内
全
域
を
点
検

す
る
予
定
で
あ
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。 

し
か
し
、
「
逆
水
」
な
ど
不

正
取
水
疑
惑
の
調
査
を
毅
然

と
し
て
進
め
る
と
の
明
言
は

避
け
ま
し
た
。 

 

党議員団が 
試算した損害額 

①30年間の盗水相当額は 
747万円 

②その過料は 3735万円 
①＋②の合計 4482 万円 
 
その上、山田議員は盗水という

犯罪を行いながら税金による報

酬を受け取っていたことになり

ます。2011年 12月に辞職するま
で受け取った推定金額は、 

③議員報酬＝約 2000万円 
総合計は6482 万円 

昨年 7月議会で、町が 
明らかにした金額 

①水道料金相当額 

＝308 万円 9,250 円 

◆バイパス管撤去後の使用量と不

正取水していた平均日量との差 

➡５㎥×4119日分 
この根拠は、水道使用移動届け

（山田壽一議員名義）の平成 12年
8月 4日から平成 23年 11月 14日
までの約 12年間分となる。 
②過料 1544 万 6千円 

◆給水条例第 40 条＝不正でまぬ
がれた金額の 5 倍以下の金額を請
求することができると規定。 

総額 1853 万 5 千円 

⬇
掘
削
調
査
で
発
覚
し
た
盗
水
バ
イ

パ
ス
管
＝
平
成
23
年
12
月
8
日 
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「
盗
水
」
代
金
・
過
料
を 

強
制
的
に
払
わ
せ
る

手
続
き
の
開
始
を 

丸
山
光
雄
議
員
の
話 

北
川
町
長
が
山
田
議
員
を
窃
盗
罪

容
疑
で
告
訴
し
て
か
ら
早
や
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
。 

先
の
総
選
挙
で
支
持
を
訴
え
て
い

て
も
「
あ
の
盗
水
問
題
を
何
と
し
て

も
解
決
し
て
く
れ
」
と
い
う
声
が
圧

倒
的
に
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
町
民
は
毎
日
の
く
ら
し
を
、
節

約
に
節
約
を
重
ね
て
過
ご
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
町
民
が
大
変
な
苦
労
を
さ

れ
て
い
る
一
方
で
、
30
年
間
も
町
の

水
道
水
を
盗
ん
で
議
員
の
席
に
居
座

り
、
議
員
報
酬
を
ぬ
け
ぬ
け
と
受
け

取
っ
て
い
る
山
田
議
員
が
現
に
居
る

わ
け
で
、
怒
り
が
い
っ
ぱ
い
で
我
慢

で
き
な
い
町
民
が
お
ら
れ
て
も
当
然

だ
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
７
月
議
会
で
６
人
の
議
員
に

「
過
料
」
を
計
上
し
た
補
正
予
算
が

否
決
さ
れ
な
が
ら
も
、
代
金
を
町
が

請
求
し
た
こ
と
は
一
歩
と
し
て
評
価

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
試

算
し
た
30
年
間
の
金
額
４
４
８
２

万
円
と
比
べ
て
少
な
く
、
弱
い
姿
勢

だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

少
な
く
と
も
、
町
が
請
求
し
た
金

額
に
つ
い
て
は
一
日
も
早
く
強
制
手

続
き
に
ふ
み
切
り
、
全
額
を
支
払
わ

せ
る
こ
と
に
全
力
を
傾
け
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
町
民
の
み
な
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
、
一
致
す
る
議
員
と
も
協

力
し
、「
窃
盗
罪
で
書
類
送
検
さ
れ
て

い
る
議
員
」
の
責
任
を
徹
底
し
て
追

求
し
、
町
政
と
議
会
の
正
常
化
の
た

め
尽
力
す
る
決
意
で
す
。 

【申立理由】 

 

「非公開」には 
当たらない 

① 山田壽一議員の不正取水に

かかわる「不正に免れた水道料

金相当額」と「町条例に基づく

過料」および町がそのそれぞれ

の額を請求した事実（以下「本

件」という）は「非公開」に当

たらない。 

本件に関し、原処分が述べて

いる「個人情報」には一般的に

は相当することは理解できる。

しかし、本件は以下の理由で「守

るべき個人情報」には該当しな

い。 

イ）本件に関しての経過は、

平成２３年１１月１４日の山

田壽一議員宅の調査から１２

月８日の盗水バイパス管掘削

調査を経て、平成２４年１月

１７日、北川町長が山田壽一

議員を町水道水の窃盗容疑と

して告訴した。さらに、同年

７月１３日の甲良町議会臨時

会で「不正に免れた水道料金

相当額」ならびに「町条例に

基づく過料」を請求する準備

が整ったことが明らかにさ

れ、その過料額が平成 24 年

度一般会計補正予算案に計上

された。 

すでに衆知の事実 
上記経過は新聞・テレビ等

の報道で町民のみならず県下

における衆知の事実となっ

た。 

ロ）とりわけ、平成２４年１

月１７日告訴後の町側の記者

会見の内容では、北川町長自

身が金額および算定期間など

を公表している。即ち、不正

取水が発覚した以降の水道料

金と不正取水が実行されてい

たと見られる期間の水道料金との

差額も会見で述べられている。 

ハ）平成２４年７月１３日、甲良

町議会臨時会において提出された

資料で「免れた水道料金相当額」

は 3,089,250 円、「過料」は

15,446,250 円であることが明

確に示され、議員の質問に対し、

議会で否決されても茶木朝雄水道

課長は「請求の権利は消滅しない」

旨の答弁がされている。 

公開してこそ公正に 
② 本件の公開は、以下の理由によ

り、積極的な意義をもっているもの

である。 

イ）平成２４年７月１３日の甲良

町議会臨時会では町が請求を準備

した過料の入金の受け皿となる

「平成２４年度一般会計補正予算

案」が賛成少数で否決され、この

「否決」という事実が新聞等で報

道され、「山田議員の水道代を町は

徴収できなくなった」「過料請求を

町が取りやめてしまった」などの

間違った情報が氾濫し、公正な水

道事業のみならず、税等の負担の

公平という原則が著しく踏みにじ

られている。 

請求している 

姿勢を町民に 
このような状況を正しい方向で

打開するためには、山田壽一議員

に対し、免れた水道料金も過料も

断固として請求を行っている町の

姿勢をはっきりと町民に示す必要

があり、義務があると確信する。 

ロ）議員の位置と任務に照らして、

議員が公共料金を正当に負担して

いるか否かは大変重要であり、い

やしくも犯罪行為により公共料金

の負担を回避している者に、そも

そも「個人情報」を理由に保護す

る根拠は全くない。 

もちろん、一般的に「議員」だ

という理由だけで、もともと個人

情報にかかわる全ての事項が公開

となることを容認するものではな

い。 

③ 結論 

本件の場合は、①で述べた通り、

「山田議員が盗水に直接関わって

いること」「町長が山田議員を窃盗

罪容疑で告訴したこと」「窃盗によ

り実害が発生していること」「本件

の請求を町が行ったこと」―これら

は全て新聞等で報道され衆知の事

実となっており、公開の決断こそ求

められることを強調する。 

本件については、町長が進んで、

マスコミ等を通じ公開して然るべ

きものである。それは、告訴したこ

とを記者会見したこと、過料を計上

した補正予算案が否決されたこと

の経過からしても、毅然として「請

求」および「徴収」の事実を進んで

公開することを重ねて要請する。 

 

 

代金請求の事実を公開すべき 
Ａさんが昨年、山田議員に対する水道代金相当額および過

料を請求した事実の公開を求めたところ、「非公開」とされた

のは納得できないとして、去る 15日、異議申立を行いました。
その異議申立の理由を紹介します。（見出しは編集者） 


